
鳥獣害防止推進対策

【鳥獣害防止対策事業 ２（１）億円】（農業競争力強化対策民間団体事業）
【強い農業づくり交付金 ３４１（４０５）億円の内数】
【未来志向型技術革新対策事業 ５９（０）億円の内数】

対策のポイント
野生鳥獣による農作物被害を防止するための対策の充実・強化を図りま

す。新たに、有害獣の捕獲体制の整備を実施するとともに、被害の発生し

ていない周辺地域等との連携を通じた被害防止体制を構築します。

また、広域地域をモデルに最新の総合的防除技術体系の確立と併せて、

各地域で取り組む被害防止施設の整備を引き続き推進します。

（野生鳥獣による農作物被害の現状）

・ 全国の野生鳥獣による （平成１７年度 。農作物被害金額は１８７億円 ）

・ うち、獣類が６割、鳥類が４割を占める。

・ 特に、イノシシ、シカ、サルの被害が獣類被害の約９割を占める。

。・ 中山間地域を中心に被害が深刻化

政策目標
野生鳥獣による農作物被害の軽減

＜内 容＞

１．モデル事業等の実施

（１）有害獣の捕獲体制の整備（新規）

① 捕獲の担い手の育成

や捕獲実施市町村、農業関係団体職員等を対象とした捕獲の担い手の育成

計画の作成のための協議会の開催、捕獲の担い手としての技能の習得を推進

します。

② 有害獣捕獲機材の整備

有害獣の捕獲に必要な します。わな、檻等捕獲機材を整備

（２）被害地域の拡大防止（新規）

民間等の活動主体をコーディネート機関として設定し、以下の対策を推進し

ます。

① 被害地域と周辺地域との協力体制の構築

被害が発生していない周辺地域に対する被害防止対策の啓発活動を行うと

ともに、 します。被害地域と周辺地域との協力体制を構築

② 被害防止実践活動

被被害地域と周辺地域との協力体制の下、最新の防除技術の導入・実証や

します。害防止に係る実践活動を実施

③ 非農家の募集及び研修の実施

鳥獣被害に関心を有する するこ非農家（ＮＰＯ等）の募集及び研修を実施

ネットワークの形成によるとを通じ、これらの者と被害地域の農業者等との

します。被害防止実施体制を構築
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（３）県域をまたがる広域地域の被害防止対策

し、環境省による広域分布型鳥獣保県域をまたがる広域地域を拠点的に選定

護管理指針の策定と連携して、以下の対策を推進します。

① 地域参加型鳥獣害情報マップの作成

を活用し、集落単位やほ場ごとの被害状況、鳥ＧＩＳ(地理情報システム)

ＧＰＳ(全獣の出没・捕獲状況 防護柵の設置状況 土地利用状況等の情報と、 、

鳥獣の行動範囲や移動経路に関する情報等をリア地球測位システム)による

」ルタイムで地点別に統合・蓄積し 提供する、 「地域参加型鳥獣害情報マップ

します。を作成

② 鳥獣害総合的防除技術体系の確立

試験研究機関との連携の下、新たに開発された研究成果であるサル用電気

柵やイノシシ用フェンス等と、放牧や忌避作物を組み入れた新たな土地利用

等を組み合わせ、 します。最新の総合的な防除技術体系を確立

】【定 額

【鳥獣害防止対策事業 １９０（１０４）百万円】（農業競争力強化対策民間団体事業）

２．被害防止のための施設整備

侵入防止柵等の野生鳥獣による農作物被害を軽減するため、各地域で取り組む

を推進します。被害防止施設の整備

【補助率１／２】

【強い農業づくり交付金 ３４，０６７（４０，５０６）百万円の内数】

【未来志向型技術革新対策事業 ５，８８２（０）百万円の内数】

（関連の取組）

各地域における取組を支援する観点から、①技術指導者が地域で活用するため

実践的被害防止マニュアルの作成 専門家をの 、②大学、独立行政法人の研究者等

し、被害地域の要請に基づいて紹介する等の取組を実施アドバイザーとして登録

します。

＜事業実施主体＞

地方公共団体、農業者団体、民間団体等

[担当課：生産局農産振興課（０３－３５９１－４９５８（直 ）]）
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○ 新たに、捕獲の担い手を育成・確保するため、市町村、農業関係団体等を
核とした有害獣を捕獲するための体制整備を緊急的に実施
○ また、高齢化地域での対応や被害地域の拡大を防ぐため、被害の発生し
ていない周辺地域等との連携を通じた被害防止実施体制を構築
○ 広域地域をモデルに最新の総合的防除技術体系の確立と併せて、強い
農業づくり交付金による各地域の取組に対する支援を引き続き推進

被害地域の拡大防止（新規）

○ 被害が発生していない周辺地域やＮＰＯ
等との連携による広域的な被害防止体制
を構築

有害獣の捕獲体制の整備（新規）

○ 市町村、農業関係団体等を核として有
害獣を捕獲するための体制整備を推進

○ ＧＰＳ・ＧＩＳ等の活用による 「地域参加型
鳥獣害情報マップ」を作成

フィードバック（成果の波及）

モデル事業等の実施
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【関連の取組み】
・大学、独立行政法人等専門家をアドバイザーとして登録・紹介
・技術指導者が地域で活用するための実践的な被害防止マニュアルの作成

支 援

鳥 獣 害 防 止 推 進 対 策

○ 最新の研究成果を生かした総合的防除
技術体系を確立

○ 新たに、捕獲の担い手を育成・確保するため、市町村、農業関係団体等を
核とした有害獣を捕獲するための体制整備を緊急的に実施
○ また、高齢化地域での対応や被害地域の拡大を防ぐため、被害の発生し
ていない周辺地域等との連携を通じた被害防止実施体制を構築
○ 広域地域をモデルに最新の総合的防除技術体系の確立と併せて、強い
農業づくり交付金による各地域の取組に対する支援を引き続き推進

被害地域の拡大防止（新規）

○ 被害が発生していない周辺地域やＮＰＯ
等との連携による広域的な被害防止体制
を構築

有害獣の捕獲体制の整備（新規）

○ 市町村、農業関係団体等を核として有
害獣を捕獲するための体制整備を推進

○ ＧＰＳ・ＧＩＳ等の活用による 「地域参加型
鳥獣害情報マップ」を作成
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○ 最新の研究成果を生かした総合的防除
技術体系を確立


